
 

大雪山国立公園連絡協議会登山道維持管理部会（第８回） 

表大雪地域/東大雪地域合同会議 

 

 

日時：令和７年１月 10 日（金） 

13:00～15:00（予定） 

                    場所：上川町役場大会議室 

（オンライン併用）            

               

 

次 第 

 

 

 

１．開会 

 

 

 

２．報告事項 

 

（１）各機関・団体からの活動状況報告等（各機関・団体） 

     

（２）令和６年度登山道補修技術検討会について（事務局） 

 

（３）大雪山グレードマップ英語版の増刷について（事務局） 

 

（４）令和６年度大雪山国立公園入山者数調査結果（事務局） 

 

（５）部会規約改定（構成員の追加）の予定について（事務局） 

 

３．議事 

 

（１）登山道等の協働型管理の進め方について（大連協） 

 

 

４．その他 

 

 

５．閉会 

  



 

【配付資料】 

 

 

次第・出席者名簿 

 

資料 1-1 環境省からの活動状況報告等   

 

資料 1-2 上川総合振興局からの活動状況報告等 

 

資料 1-3 十勝総合振興局からの活動状況報告等    

 

資料 1-4 Asahidake Trail Keeper からの活動状況報告等 

 

資料 1-5 旭岳 VC からの活動状況報告等 

 

資料 1-6 上川町からの活動状況報告等 

 

資料 2  令和６年度登山道補修技術検討会について 

 

資料 3  大雪山グレードマップ英語版の増刷について 

 

資料 4  令和６年度大雪山国立公園入山者数調査結果 

 

資料 5-1 登山道等の協働型管理の進め方について 

 

資料 5-2 登山道等の協働型管理（工程案）、登山道の管理状況 

 

参考資料 大雪山国立公園連絡協議会表大雪地域登山道維持管理部会及び 

東大雪地域登山道維持管理部会規約 



令和７年１月 10日 

 

大雪山国立公園連絡協議会 登山道維持管理部会（第８回） 

表大雪地域/東大雪地域合同会議 出席者名簿 

 

【構成員】 

分野 名称 出席者（敬称略） 備考 

関係行政機関 

上川中部森林管理署 地域統括森林官     石井  誠 

首席森林官       佐藤  泉 

総括森林整備官     加藤 和宏 

会場 

上川南部森林管理署 森林情報管理官（管理） 米田 和敏 ウェブ 

北海道上川総合振興局 環境生活課 主査（山岳環境）中島 浩之 会場 

富良野市 商工観光課 観光係   早川 佳尋 ウェブ 

上川町 産業経済課 

課長補佐        工藤 将貴 

商工観光グループ係長  畠山 直樹 

商工観光グループ主事 髙橋 ほのか 

会場 

東川町（旭岳ビジターセンター） 所長          田渕  浩 

            大塚 公平 
ウェブ 

美瑛町 － 欠席 

上富良野町 － 欠席 

南富良野町 － 欠席 

十勝西部森林管理署 

東大雪支署 

総括事務管理官     白岩 昌和 

事務管理官       玉川 知弥 

係員          小川 拓未 

ウェブ 

北海道十勝総合振興局 環境生活課 主幹    吉澤 一利 

      係長    小川 明子 

      主事    番匠 絵美 

ウェブ 

士幌町 － 欠席 

上士幌町 商工観光課 主査    須田 修 ウェブ 

鹿追町 商工観光課 観光振興係長 常清 拓也 

ジオパーク推進課    大西  潤 
ウェブ 

新得町 － 欠席 

 

 

 

維持管理・ 

利用・環境 

教育関係団体 

 

 

 

NPO 法人かむい 代表理事        濱田 耕二 会場 

NPO法人大雪山自然学校            廣瀬 さつき ウェブ 

勤労者山岳連盟（道央地区） － 欠席 

合同会社北海道山岳整備／ 

一般社団法人大雪山・山守隊 

代表          岡崎 哲三 

下條 典子 
会場 

層雲峡ビジターセンター － 欠席 

山樂舎 BEAR 代表          佐久間 弘 

（兼層雲峡ビジターセンター インタープリター） 
会場 

大雪山倶楽部 － 欠席 



 

 

 

 

維持管理・ 

利用・環境 

教育関係団体 

（続き） 

大雪山国立公園パークボラン

ティア連絡会 
会長          垣内 雅人 会場 

TREE LIFE － 欠席 

富良野山岳会 － 欠席 

北海道山岳ガイド協会 

（表大雪地区） 
－ 欠席 

Asahidake Trail Keeper 代表          藤 このみ ウェブ 

NPO 法人ひがし大雪自然ガイ

ドセンター 
－ 欠席 

新得山岳会 － 欠席 

十勝山岳連盟 会長          齊藤 邦明 ウェブ 

自然保護関係

団体 

大雪と石狩の自然を守る会 － 欠席 

山のトイレを考える会 代表          小枝 正人 

事務局長        仲俣 善雄 

ウェブ 

資料郵送 

調査・研究 

関係 

北海道大学大学院 

地球環境科学研究院 

教授          渡邉 悌二 

博士研究員       王   婷 
会場 

北海道大学大学院農学研究院 教授          愛甲 哲也 会場 

山岳レクリエーション管理研究会 事務局長        山口 和男 会場 

 

【オブザーバー（出席団体のみ記載）】 

分野 名称 出席者（敬称略） 備考 

会場出席 10 団体／16 名 ウェブ出席  11 団体／18 名  

 

【事務局】 

所属 出席者 備考 

北海道地方環境事務所 

大雪山国立公園管理事務所       

所長           杉本 頼優 

国立公園保護管理企画官  野口 尚史 

国立公園利用企画官    高橋 広子 

上席国立公園管理官    友野 雄己 

国立公園管理官      森田 夕貴 

自然保護官補佐      忠鉢 伸一 

 

東川管理官事務所 国立公園管理官      森田 由女花 

自然保護官補佐      渡邉 あゆみ 

 

上士幌管理官事務所 
国立公園管理官      永田 拳吾 

自然保護官補佐      上村 哲也 

 

 



 

 

令和６年度登山道維持管理・補修工事等実施概要（環境省） 

 

 

【凡例】○：維持管理作業 ●補修工事 

 

○●愛山渓北鎮岳線（三十三曲分岐～沼ノ平分岐）・沼ノ平姿見の池線（沼ノ平分岐

～当麻乗越） 

 ・段差処理、導流工補修、木柵再設置（三十三曲～沼ノ平分岐） ※別紙１ 

 ・木道敷設及び再設置 50基（沼ノ平分岐付近～六ノ沼） ※別紙２・３ 

・点検、定点モニタリング、ササ刈払い 

●松仙園線（歩道） 

・土留工 L=5m、木道設置 L=45m ※別紙４ 

・ゲート解錠・施錠前点検 

○ヤンベタップ五色岳線（沼ノ原分岐～沼ノ原大沼） 

 ・点検、定点モニタリング、ササ刈払い 

 

〇●層雲峡勇駒別線（中岳分岐～間宮岳） 

 ・土留め工 17箇所、導流工７箇所 

・点検、定点モニタリング 

 

〇●中岳裾合平線（別紙５） 

 ・カゴ導流工 14基、カゴ床止工 88基、マキセル工 19基、植生基盤工 52基、

ヤシ製土嚢工 109 基、補修工 １㎥ 

 ・段差処理、点検、定点モニタリング 

 

○沼ノ平姿見の池線（沼ノ平分岐～当麻乗越） 

 ・木道修繕、点検、定点モニタリング 

 

○●トムラウシ山線 

 ・木道敷設及び再設置 81基（カムイ天上区間）（別紙６） 

 ・点検、モニタリング、ササ刈払い、倒木処理等 
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作業内容

・段差処理、路面保護
・導流工に詰まった石材及び堆積物の除去
・過去施工箇所の補修（歩行路設置の木柵再設置と石材の充填）

利用者状況・その他

・紅葉シーズンで登山者が多いことおよび昨日の降雨により、ぬかるみがひどくなっている状態。

点検位置図　＜沼ノ平コース＞ 点検日　９月　16日 点検者 岡崎哲三

点検概要

NO.4.5

NO.3NO.1.2

別紙１
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N "
E "

✔

No. 位置 点検の観点

1

１.安全性 ２.構造物 ３.景観保全 ４.登山道の状況
43° 状

況
と
対
応

流水と踏圧の影響で土が削られ続けていた場所。段差も高くなっている為、土を削りな
がら歩いた足跡が常に見られた。歩行に支障がないよう段差を解消するとともに、土壌
を保護する為の施工を行なった。資材は周辺の石材と木材を使用。

142°

対応
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N "

E "

✔対応

No. 位置 点検の観点

2

１.安全性 ２.構造物 ３.景観保全 ４.登山道の状況
43°

状
況
と
対
応

落下水による洗堀が進み、年々段差が高くなっていた場所。段差が高い為、大石をよ
じ登る形での歩行が必要だった。石材と木材により段差処理を行ない、段差が解消さ
れて問題なく歩行できるようになったとともに、落下水による洗堀を防止。

142°
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N "

E "

✔

No. 位置 点検の観点

3

１.安全性 ２.構造物 ３.景観保全 ４.登山道の状況
43°

状
況
と
対
応

導流工に石が挟まり、水が流れずに木っ端が堆積している状態となっていた。
石を除去して導流工に溜まった堆積物も除去。

142°

対応
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N "

E "

✔

No. 位置 点検の観点

4

１.安全性 ２.構造物 ３.景観保全 ４.登山道の状況
43°

状
況
と
対
応

この場所も流水と踏圧の影響で侵食が進んでいた場所。ぬかるんだ土壌が踏圧により
削られ流され続けていた。木材を使用して階段を設置するとともに、大石を移動して歩
行面とし、段差の解消と路面保護のための施工を行なった。

142°

対応
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N "

E "

✔

No. 位置 点検の観点

5

１.安全性 ２.構造物 ３.景観保全 ４.登山道の状況
43°

状
況
と
対
応

2017年に施工を行なった場所において、歩行路設置の為の木柵が外れており、歩行面
の石材が流されて土壌が踏まれている状態となっていた。木柵の再設置を行ない、歩
行路への石材の再充填を行なった。

142°

対応
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点検位置図　＜愛山溪コース＞ 点検日　９月　14・15日 点検者 下條典子

点検概要

作業内容

・木道設置。区間内に合計24基の木道を設置した。

利用者状況・その他

・紅葉シーズンで登山者が多い時期の為、踏圧によるぬかるみがひどくなっている状態。

NO.1

NO.2

NO.3

別紙２
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N "
E "

✔

２.構造物 ３.景観保全 ４.登山道の状況
43° 状

況
と
対
応

・水が溜まりやすく、踏圧により常に泥濘状態となっている場所。踏圧から土壌を守る
ため、木道設置を行なった。
・木道７基を設置

142°

対応

No. 位置 点検の観点

1

１.安全性

- 9 -



N "

E "

✔

No. 位置 点検の観点

2

１.安全性 ２.構造物 ３.景観保全 ４.登山道の状況
43°

状
況
と
対
応

・ところどころ設置された木道は老朽化しており、木道を避けて土壌を削って歩くことに
よる侵食が見られる。また、流水による洗堀等で段差が高くなった場所では段差を避け
て歩くことによる裸地化が見られる。土壌を守るために、段差処理を兼ねた木道の設置
を行なう。
・木道７基の設置と1基の再設置

142°

対応
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N "

E "

✔

No. 位置 点検の観点

3

１.安全性 ２.構造物 ３.景観保全 ４.登山道の状況
43°

状
況
と
対
応

・ところどころ木道が設置されているが、木道が飛び飛びで設置されており、木道が無
い場所では泥濘状態となっている。結局泥濘箇所を避けて法面や植物帯の上を歩くこ
とで土を削ってしまう為、木道の追加設置を行なう。
・木道１０基の設置

142°

対応
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施工区間距離

約90mNo.1

木道追加No.2 5基 約10m

新規設置基数：19基　及び　既存木道再設置基数：7基

1 業務内容

沼ノ平分岐〜当麻乗越間における小規模木道設置

7基

施工量：約120m区間において新規木道敷設40m、既存木道再設置30m

施工位置図

施工箇所 施工内容

施工日：2024年9月14日15日

前年度にスノーモービルによって運搬された木材約45本を使用し、木道19基の新規設置と7基の再設
置を行った。約120mの区間で、腐食した木道の撤去と新規木道の設置を行なった。

施工個所

木道追加

既存木道再設置

追加木道基数

14基

No.1

No.2

約120m

1

別紙３
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Administrator
取り消し線



＜木道部での段差処理＞
・歩行面ができるだけ平坦になるよう、凸凹のある場所では木材の向きを変えるなどして木道設置した。
・斜度のある場所では、木材をそのまま並べると木道自体に傾斜がついて歩行時に滑りやすくなるため、段

差があっても木道自体は平らになるように設置した。
・岩盤がある場所への設置時は長さをカットするなど、地形に合わせた形で設置した。

2 施工内容

＜小規模木道＞
・長さ180cm・幅42cm
・枕木は前後に2本もしくは3本（60cm）
・カスガイで固定

資材留置地点である八島分岐から渡渉地点を過ぎた地点までの区間において、腐食した木道を撤去
し、新規木道を設置した。
腐食した木道は危険であると同時に、木道を避けて周りの植物帯への踏み込みも見られる状態であっ
たが、新規木道の設置により周辺植生への踏圧による影響は減るものと思われる。

180cm

42cm

2
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登山道補修整備記録 施工箇所 施工内容 設置木道基数 施工区間距離

施工前後 No.1 木道追加と再設置 21基 約90ｍ

5
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登山道補修整備記録 施工箇所 施工内容 設置木道基数 施工区間距離

施工前後 No.2 木道追加 5基 約10ｍ

7
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大雪山国立公園 登山道補修記録

路線名 松仙園線道路（歩道）

路線番号 ８

区間

担当者 濱田 耕二

作業日 2024年9月24日

目的

木道の設置

改修予定箇所①
昨年施工した木道の根元の補強にヤシ土嚢にてプール工５ｍ

荒廃タイプ

□ぬかるみ化
□水路化
□ガリー化
□拡幅、複線化
□木道等
□トラバース箇所
□ヤブ化、倒木
□根系裸出
□その他

（ ）

工法分類

□分散排水工法
□床止め工法
□土留め工法
□マルチング工法
□路面処理工法
□段差処理工法
□植生基盤工法
□倒木処理
□刈り払い
□その他
（ ）

使用材料

ヤシ土嚢10袋

位置図

浸食原因

流水等
□大雨
□雪解け水
□雨水（雨滴）

凍結融解現象等
□凍結融解（霜柱）
□雪圧
□強風

登山者の踏圧等
□登山者
□既存施設の影響

□その他
（ ）

登山道管理水準

保全対策ランク ー 大雪山グレード ４

記録日 2024年10月18日

記録者 濱田 耕二

GPS位置

始点 43°42’33．24″ 142°47’59，49″

終点 N 43°’ 00.00” E 00°00’ 00.00”

概要写真

＜補修前＞

＜補修後＞

別紙４
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大雪山国立公園 登山道補修記録

路線名 松仙園線道路（歩道）

路線番号 ８

区間

担当者 濱田 耕二

作業日 2024年8月11日

目的

木道の設置

改修予定箇所②
ぬかるみの為 角材で木道設置45ｍ設置

荒廃タイプ

□ぬかるみ化
□水路化
□ガリー化
□拡幅、複線化
□木道等
□トラバース箇所
□ヤブ化、倒木
□根系裸出
□その他

（ ）

工法分類

□分散排水工法
□床止め工法
□土留め工法
□マルチング工法
□路面処理工法
□段差処理工法
□植生基盤工法
□倒木処理
□刈り払い
□その他
（ ）

使用材料

木材
六角ボルト
コーキング

位置図

浸食原因

流水等
□大雨
□雪解け水
□雨水（雨滴）

凍結融解現象等
□凍結融解（霜柱）
□雪圧
□強風

登山者の踏圧等
□登山者
□既存施設の影響

□その他
（ ）

登山道管理水準

保全対策ランク ー 大雪山グレード ４

記録日 2024年10月18日

記録者 濱田 耕二

GPS位置

始点 N43°42’07．59″ E142°49’18．55″

終点 N 43°42’ 06.58” E 142°49’21.86”

概要写真

＜補修前＞

＜補修後＞
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令和５年度工事
・カゴ導流工 38基
・カゴ床止工 100基
・マキセル工 36基
・植生基盤工 15基
・ヤシ製土嚢工 186基
・補修工 0.26㎥

令和６年度工事
・カゴ導流工 14基
・カゴ床止工 88基
・マキセル工 19基
・植生基盤工 52基
・ヤシ製土嚢工 109基
・補修工 １㎥

受注業者：株式会社 イトイ産業
技術指導：合同会社 北海道山岳整備

令和６年度中岳裾合平線道路（歩道）事業における施工状況について（報告）
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一般図（２）

43 マキセル工 施工前

43 マキセル工 施工後

令和６年度中岳裾合平線道路（歩道）事業における施工状況について（報告）
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一般図（９）

51-2 カゴ床止工 施工前

51-2 カゴ床止工 施工後

令和６年度中岳裾合平線道路（歩道）事業における施工状況について（報告）
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一般図（10）

55-2 植生基盤工 施工前

55-2 植生基盤工 施工後

令和６年度中岳裾合平線道路（歩道）事業における施工状況について（報告）
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一般図（11）

63 カゴ導流工 施工前

63 カゴ導流工 施工後

令和６年度中岳裾合平線道路（歩道）事業における施工状況について（報告）
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一般図（12）

68-3 カゴ床止工 施工前

68-3 カゴ床止工 施工後

令和６年度中岳裾合平線道路（歩道）事業における施工状況について（報告）

75 カゴ床止工 施工後 - 23 -



一般図（13）

82 植生基盤工 施工前

82 植生基盤工 施工後

令和６年度中岳裾合平線道路（歩道）事業における施工状況について（報告）
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一般図（14）

82-2 植生基盤工 施工前

82-2 植生基盤工 施工後

令和６年度中岳裾合平線道路（歩道）事業における施工状況について（報告）
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トムラウシ山登山道 補修区間

トムラウシ山登山道補修工事

トムラウシ山頂

カムイ天上

短縮登山口への分岐

短縮登山口

トムラウシ温泉

泥濘区間 約2.5km

2023年
施工区間

約2.5kmの泥濘区間のうち、本業務では140m
の区間において、木道81基(約110m)の木道設

置および再設置を行なった。

2019年
施工区間

2018年
施工区間

2017年
施工区間

2022年
施工区間

2024年
施工区間

1
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施工期間：2024年9月6日～9月8日

約55ｍ

新規設置基数 ：7６基  及び 既存木道再設置基数：５基

計約110ｍ

木道追加

既存木道再設置

約30ｍ21基

3基

木道追加 39基
No.2

木道追加 16基
No.3 約25ｍ

既存木道再設置 2基

No.１

  登山道補修記録

施工位置図

施工距離追加木道基数施工内容施工箇所

No.1

No.2

No.３

約１４０m

2
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  登山道補修記録 施工内容

 泥濘化による踏圧侵食、それに伴う土壌流出などが著しいカムイ天上上部登山道において、侵食防止の

施工を行なう。

現状木道の無い区間では、踏圧で土壌がぬかるみ、ぬかるみを嫌う登山者が登山道脇の法面を歩行してし

まい、土壌を削り、削れた土壌がぬかるみを作り出す悪循環が起きている。

また、踏圧だけでなく流水や凍結融解現象の影響も大きく、侵食が拡大し土壌が無くなり岩盤が見えてき

ている場所もある。岩盤が見えるほど土壌がなくなってしまうと、植物の育ちにくい環境になり、生態系

の復元は難しい状況となる。現状で残っている土壌を守りこれ以上の踏圧侵食を防ぐために、以下の施工

を行なった。

①泥濘区間に新規小規模木道の設置

②現状の飛び飛びになっている木道区間に、連続した木道になるよう小規模木道の追加

登山者の踏圧により笹の根が無くなり土壌を抑えるものが無くなると、侵食に弱い状態となる。放置した

場合、数年も経たずに深いガリー侵食となり、さらに土壌が流出して岩盤が出てくる可能性があるため、

木道を設置する。

木道があっても飛び飛びに設置されている場合は、登山者は段差を嫌い木道を使用しないことが多い。結

局木道を避けて法面上をそのまま歩くことで土壌を削る踏圧侵食を発生させており、侵食防止になってい

ない。このような場所に小規模木道を追加し、木道を連続した状態にして、踏圧による土壌侵食を抑え

る。

3
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2023年までの施工で行なった木道設置個所の延⾧として木道追加施工を行なった。

施工延⾧としては約140mの区間。小規模木道(120cm×60cm・120cm×120cm)合わせて76

基の追加と5基の既存木道の再設置を行なった。施工箇所は、木道設置作業初日（9月7日）

に、現地において環境省担当官と協議・確認の上、決定した。

施工箇所の選定について

  登山道補修記録

③段差処理

段さが高いことで段差を避けて法面を歩いてしまったり、歩きながら土壌を削ってしまうような場

所は、段差の高さが解消されるように木道を設置。

4
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作成：2024年12月25日

人

施工内容

　

崩落した土石が登山道の一部を覆った箇所の補修

令和６年度　歩道維持管理作業 実施報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No.１

中島浩之
電子メール nakajima.hiroyuki2@pref.hokkaido.lg.jp
電話番号 0166-46-5924

別添２

記録担当者 上記担当者と同じ

2025/7/25　　11：00～12：00作業日時 天候： 晴れ

計画者

参加者 合計 2

実施結果：

北海道上川総合振興局(環境生活課)

担当者 氏名

概要

2024.7  雨等の影響で、北海岳クジャク岩付近から岩石等が流出し登山道の一部をふさいだ。

幸いけが人等はおらず、層雲峡VCやりんゆう観光㈱の協力を得て注意喚起がなされた。また登

山道の修復については一般社団法人大雪山・山守隊が行った。なお、8月に入ってから、上川中

部森林管理署の協力のもと注意喚起の標識を設置した。

整備内容

①登山道上に散乱した落石を組みなおし、平滑な路床となるよう施工した。

②斜面上の浮石が落下する恐れがあったため、斜面に残存する浮石を下部に落とし、グラつ

く石の点検などを行った。

施工の考え方

・本来であれば申請後の施工が望ましいが、斜面上部を目視点検したところ浮石落下の危

険があった。該当区間は通行止めにはなっていなかったため緊急対応として施工し、事後報

告を行った。

※ 施工状況は別添のとおり
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施工前 施工後

施工前 施工後

写真提供

施工前 施工後

一般社団法人大雪山・山守隊

状況写真

所　属 北海道上川総合振興局 撮 影 日

場　所 北海岳クジャクイワ付近

大雪山国立公園層雲峡勇駒別歩道

- 31 -



状況写真 大雪山国立公園層雲峡勇駒別歩道

所　属 北海道上川総合振興局 撮 影 日

場　所 北海岳クジャクイワ付近

写真提供 一般社団法人大雪山・山守隊

施工前 施工後

施工前 施工後

崩落個所全景 注意看板設置
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人 ※別添として参加者名簿を添付すること。

施工内容

　

現場の倒木や土石を利用した階段工

令和６年度　歩道維持管理作業 実施報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No.１

中島浩之
電子メール nakajima.hiroyuki2@pref.hokkaido.lg.jp
電話番号 0166-46-5924

別添２

記録担当者 上記担当者と同じ

　　　2024年8月24日、8月28日作業日時 天候： 曇り

計画者

参加者 合計 27名

北海道上川総合振興局(環境生活課)

担当者 氏名

作成：　2024年12月25日

概 要

笹等で覆われていた法面を伐採して整備した登山道が、笹の枯死等により歩道自体が滑ってしまい

登降が困難であった箇所(法面が急峻なため)

整備内容

・ 8月24日

急斜面に付いた踏み分け道の侵食が激しく、ガリー化が進行していた。植生や生態系への影響を考慮

し、歩行も困難なため木柵階段を設置した。

・8月28日

既存の木柵階段が崩れ、踏圧等による路床のガリー化や土壌流出が起きていたため、木柵階段を設

置した。

施工日と参加人数

・8月24日 施工者5名

・8月28日 施工者22名

施工内容(4ケ所)

・8月24日（2か所）木柵階段25段、木柵階段12段

・8月28日（2か所）木柵階段工22段

※ 施工状況は別添のとおり

8月24日

8月28日

- 33 -

mailto:nakajima.hiroyuki2@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:nakajima.hiroyuki2@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:nakajima.hiroyuki2@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:nakajima.hiroyuki2@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:nakajima.hiroyuki2@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:nakajima.hiroyuki2@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:nakajima.hiroyuki2@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:nakajima.hiroyuki2@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:nakajima.hiroyuki2@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:nakajima.hiroyuki2@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:nakajima.hiroyuki2@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:nakajima.hiroyuki2@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:nakajima.hiroyuki2@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:nakajima.hiroyuki2@pref.hokkaido.lg.jp


状況写真 大雪山国立公園中岳裾合平線歩道

所　属 北海道上川総合振興局 撮 影 日 2024..8

場　所 クチャンベツ五色岳線登山口～最初の渡渉地点手前

写真提供 一般社団法人大雪山・山守隊

施工前 施工後

施工前 施工後

施工前 施工後
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状況写真 大雪山国立公園クチャンベツ五色岳線歩道

所　属 北海道上川総合振興局 撮 影 日 2024..8

場　所 クチャンベツ五色岳線登山口～最初の渡渉手前

写真提供 一般社団法人大雪山・山守隊

施工前 施工後

施工前 施工後

施工前 施工後
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人

別添２

記録担当者 上記担当者と同じ

　　　年　月　日（　）　　：　～　：　作業日時 天候：

計画者

参加者 合計

北海道上川総合振興局(環境生活課)

担当者 氏名

作成：　2024年12月23日

※別添として参加者名簿を添付すること。

施工内容

　

危険な木道を撤去し、木材やグレーチングを使用し路面保護を行った(旭岳裾合平)

令和６年度　歩道維持管理作業 実施報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No.１

中島浩之
電子メール nakajima.hiroyuki2@pref.hokkaido.lg.jp
電話番号 0166-46-5924

概要

行政だけでは適切な維持管理ができず、山岳関係者やボランティアによる協働管理が求められ

ているなか、振興局ではＣＦを活用し資材確保を行うとともに登山道保全技術セミナーを一般社団

法人大雪山・山守隊に委託。登山道荒廃のメカニズムの理解の上適切な補修技術整備に従事で

きる人材育成を目指す。

整備内容

路面保護等を実施

施工日と参加人数

８/１７,１８,２４,２５ ４３名(一般参加者26名、関係者2名、山守隊スタッフ15名)

９/  １ ３５名(一般参加者27名、関係者2名、山守隊スタッフ6名)

施工内容(約225ｍ)

グレーチング167基、木道30基

令和６年度 登山道保全技術セミナー実施

木道設置区間 Ｌ≒600ｍ

R4 110ｍ

R5 150ｍ

R6 225ｍ

木道施工区間

R6施工区間

※ 施工状況は別添のとおり
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状況写真 大雪山国立公園中岳裾合平線歩道

所　属 北海道上川総合振興局 撮 影 日 2024..8～9

場　所 裾合平分岐～中岳分岐

写真提供 一般社団法人大雪山・山守隊

施工前 施工後

施工前 施工後

施工前 施工後
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人

別添２

記録担当者

令和６年８月11日（日）　　9：00　～　16：00(移動時間含まない)　作業日時 天候：晴

計画者

参加者 合計 9

実施結果：

北海道上川総合振興局

担当者 氏名

作成：2024年12月25日

※別添として参加者名簿を添付すること。

施工内容

　〇8月11日　　登山道補修技術検討会構成員(合同会社北海道山岳整備)による補修作業

赤岳第４雪渓手前の木道の再整備(2年目)

令和６年度　歩道維持管理作業 実施報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No.１

中島浩之
電子メール nakajima.hiroyuki2@pref.hokkaido.lg.jp
電話番号 0166-46-5924

実施者 合同会社北海道山岳整備(白雲整備人、ヒグマ情報センタースタッフ含む。)、行政職員

施工の考え方

➀ 昨年補修した木道の下の一部は水みちとなっていたので、現場下流の堆積した土砂

を利用して新たに歩行面に土嚢を設置。(踏板として使用した木道は撤去)

➁ 一部法面が崩れが進行していた箇所は、土嚢及び木材を使用し嵩上げを実施し植

物の定着を図った。

➂ 木材と土嚢等の空隙は現場下流側の堆積している土砂を利用した。

④ 上部区間については、路面の一部に導流工及び路床に土石を配置した。

施工前 施工後
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記録担当者

Ｎｏ．２

施工前 施工後
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作成：2024年12月23日

人

別添２

記録担当者 上記担当者と同じ

2024年8月11日（日）　　10：30　～　15：00　作業日時 天候： 晴

計画者

参加者 合計 27

実施結果：

北海道上川総合振興局(環境生活課)

担当者 氏名

施工内容

　

土留め(大雪山国立公園層雲峡勇駒別歩道　赤石川付近)

令和６年度　歩道維持管理作業 実施報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No.１

中島浩之
電子メール nakajima.hiroyuki2@pref.hokkaido.lg.jp
電話番号 0166-46-5924

概要

行政だけでは適切な維持管理ができず、山岳関係者やボランティアによる協働管理が求められ

ているなか、振興局ではＣＦを活用し資材確保を行うとともに登山道保全技術セミナーを一般社団

法人大雪山・山守隊に委託し、登山道荒廃のメカニズムの理解の上適切な補修技術整備に従事

できる人材育成を目指す。

整備内容

土留め

施工日と参加人数

８/１１ ２７名(一般参加者18名、関係者1名、山守隊スタッフ8名)

施工経緯

黒岳石室から赤石川への歩道は長年かけて浸食が進み、深いガリーがみられる。2018年に

浸食を防ぐ土留めを行っており部分的に路床の安定がみられるものの、それ以外は浸食が続

き、登山道脇の植物群は常に崩れ落ちている状況。

施工の考え方

崩れて流され下流に溜まった土砂を元あった場所に戻し、今後起こりうる新たな浸食を防ぎ、

植物が再生できる土壌環境を作る。

今回は、➀法面の崩れ防止、➁路床低下防止の達成のため、ヤシ土嚢及びテンサーを利

用した土留め施工を行った。

令和６年度 登山道保全技術セミナー実施

※ 施工状況は別添のとおり
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状況写真

所　属 北海道上川総合振興局 撮 影 日 2024.8.11

場　所 黒岳石室から赤石川へ至る登山道

大雪山国立公園層雲峡勇駒別歩道

写真提供

施工前 施工後

一般社団法人大雪山・山守隊

施工前 施工後

施工前 施工後
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作成：2024年12月23日

人

別添２

記録担当者 上記担当者と同じ

　　　年　月　日（　）　　：　～　：　作業日時 天候：

計画者

参加者 合計

実施結果：

北海道上川総合振興局(環境生活課)

担当者 氏名

※別添として参加者名簿を添付すること。

施工内容

　

誘導標識の改善(滝の上分岐、安足間分岐、北鎮分岐、旭岳ニセ金庫岩、美瑛富士分岐、
美瑛富士避難小屋分岐)

令和６年度　歩道維持管理作業 実施報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No.１

中島浩之
電子メール nakajima.hiroyuki2@pref.hokkaido.lg.jp
電話番号 0166-46-5924

目的

大雪山国立公園は、国内外から多くの登山者が訪れる人気の観光地であり、アドベンチャートラ

ベルのフィールドとしても注目を浴びる中、コロナ禍収束後は外国人登山者が再び増加することが

予想される一方で、登山道の分岐点等で目的地までの方向や距離を示す誘導標識については、

殆どが英語表記もされておらず、登山者の遭難防止の観点から緊急的な対応が求められている

状況である。

そのため、大雪山のうち特に登山者の多い表大雪地域を中心として、先行的・試行的に既設標

識の表示面を改修し、登山環境の改善を図る。

整備内容

過去に北海道が整備した誘導標識の盤面を、英語表記、位置図、距離、時間を掲載したものに

更新(盤面の製作のため、内容変更や交換がスムーズに行える)

委託先

合同会社北海道山岳整備

施工に当たって

R3から表大雪地域や十勝連峰を中心として交換し、R6実施分でほぼ更新は終了。今年度につい

ては、従来の盤面交換だけではなく、数年前に落雷により標柱が折れていた北鎮分岐に同様の分

岐標識を設置、また過去に何度も道迷い遭難が起きていた旭岳9合目のニセ金庫岩付近にも既設

金属ポールに案内板を設置した。

・ 表示板面はアルミ複合版印刷

・ 積雪の多さを考慮して一部は「巻き込み加工」を使用

・ ネジ類はステンレス製

・ 表記文字は日本語英語ともに、「ロゴたいぷゴシック7」数字は「Century Gothic」使用

・ 表記時間は旺文社地図を参考として、誤差修正の数値

参考

今後はこまめな点検と補修が必要。また当振興局の管轄以外の山域の分岐標識の盤面交換は

必要。

令和６年度 大雪山誘導標識改善事業

※ 施工状況は別添のとおり
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状況写真

所　属 北海道上川総合振興局 撮 影 日

場　所 大雪山国立公園(上川総合振興局管理路線)

大雪山誘導標識改善事業

写真提供

施工前(安足間分岐) 施工後

合同会社北海道山岳整備

施工前(北鎮分岐) 施工後

施工前(ニセ金庫岩) 施工後
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場　所 大雪山国立公園(上川総合振興局管理路線)

写真提供 合同会社北海道山岳整備

状況写真 大雪山誘導標識改善事業

今後の対応 当案内板及び通年を通したロープ設置管理(冬季間も) 撮 影 日
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人

別添２

記録担当者 吉澤　一利

歩道維持管理作業 実施報告書 作成：令和６年１２月２０日
ＮＯ．１

参加者 合計 7

実施結果：

※別添として参加者名簿を添付すること。

施工内容 既設木道の撤去、グレーチングの設置

北海道十勝総合振興局環境生活課

担当者 氏名 吉澤　一利
電子メール yoshizawa.kazutoshi@pref.hokkaido.lg.jp
電話番号 0155-66-8622

令和６年７月２２日（月）～令和６年１０月１１日（金）　作業日時 天候：

計画者

改修前 改修後

- 45 -

mailto:murakami.kiryuu@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:murakami.kiryuu@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:murakami.kiryuu@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:murakami.kiryuu@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:murakami.kiryuu@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:murakami.kiryuu@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:murakami.kiryuu@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:murakami.kiryuu@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:murakami.kiryuu@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:murakami.kiryuu@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:murakami.kiryuu@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:murakami.kiryuu@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:murakami.kiryuu@pref.hokkaido.lg.jp
mailto:murakami.kiryuu@pref.hokkaido.lg.jp
Administrator
テキストボックス
資料1-3



　ヤンベタップ五色岳線は木道の荒廃が進んでおり、踏み板の腐食等で破損箇所にはボルト
がむき出しになったりと危険な場所が広範囲において点在しています。今年度施工延長は
795m程度と、令和４年度に続き一部ではありますが、危険箇所の解消に向けた改修を行いま
した。

　この事業は環境省の交付金を活用し、令和5年度（繰越）の公共工事として発注しておりま
す。
　作業は７月22日から10月12日までに行われ、資材運搬はヘリを使用し、荷揚げ、荷下ろしを
行っています。
　グレーチングの施工にあたり、現場の地形に合わせたり、現地の石をうまく活用してグレー
チングの勾配についても利用者に配慮した施工を行っていただきました。

　老朽化した木道を撤去した箇所においては、関係者間で調整の上グレーチングを設置して
います。グレーチングにすることで、登山道の下にも太陽光が当たり植生が発生することが期
待できます。また、グレーチングの施工を行わない箇所については横木を残置し、流水による
浸食を防ぐほか、利用者への安全についても配慮されています。
　
　この登山道の危険箇所はこれまで工事施工した場所だけではなく、かなり広範囲に広がっ
ていることから来年度以降も継続して整備を進めていくことが重要だと感じています。
　現在の予定では、来年度に整備計画を含めた設計を行い、令和８年度以降、整備に着手し
たいと考えています。

　これまでにも指摘のあるとおり、木道が必要ではないと考えられる場所にも木道が設置され
ていることから、必要性の有無や植生・流量など有識者の意見を充分に踏まえた上で整備事
業を進めていきたいと考えています。

Ｎｏ．２

記録担当者
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Asahidake Trail Keeper  2024 年度 活動報告 

● 登⼭道整備 
① 天⼥が原登⼭道 

 

8月28〜29日

人

作成：令和6年　10月　9日
ＮＯ．１

天候： 曇り・晴れ

計画者

作業期間又は日時

担当者 氏名 藤このみ
電子メール fuji.co.107@gmail.com

電話番号 090-4204-0236

・踏圧による侵食箇所約2.5mの範囲において、長さ1200mmの木道を2基設置した。

・木道は既存のものと同じ複線。

・木材を木ダボで繋ぎ合わせる構造とし、L型アンカーピンで固定した。

※計画では”木道２基を１箇所、または木道１基を２箇所に設置”としていたが、当該箇所は湿地であり侵食を完

全に止めるため１箇所に２基とした。

・今後、侵食箇所の経過観察が必要。

歩道維持管理作業 実施結果　①

記録担当者 藤このみ

参加者 合計 2

実施結果：

施工内容
木道が腐朽してなくなった箇所において、踏圧による植生と土壌の侵食を止めるため、新たな木

道を２基設置した。

施工箇所 天女が原登山道Asahidake Trail Keeper

施工前 2024/8/7

施工後 2024/9/4
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② 姿⾒の池園地 

 

8月26〜29日、9月14日

人

施工内容
ガリー化した箇所に段差処理及び床止め施工。

残存植生の保護と周辺植生復元のため法面に石材を配置する施工を行った。

実施結果：

2019〜2023年度施工箇所の上部に同様の施工を行なった。

・段差処理・床止め工

現地の石材で高さ10cm以下の段差処理４段、各段の間を現地石材と砂で床止め施工。

・植生復元工

登山道両側法面下部に土砂を受け止める石材を埋め込み、特に残存植生周辺に土砂流失防止のための石材を

配置した。

・特に植生について経過観察を行う。

　

歩道維持管理作業 実施結果　②
作成：令和　6年　10月　9日

ＮＯ．１

計画者 施工箇所 姿見の池園地Asahidake Trail Keeper

担当者 氏名 藤このみ
電子メール fuji.co.107@gmail.com

電話番号 090-4204-0236

作業期間又は日時 天候： 曇り・晴れ

参加者 合計 2

施工前 2024/8/26

施工後 2024/8/29

段差処理・床止め工
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Ｎｏ．２

施工前 2024/8/26

施工後 2024/9/14

施工前 2024/9/14

施工後 2024/9/14

植生復元工

植生復元工

植生

植生

植生

植生
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Ｎｏ．３

記録担当者 藤このみ

全体

施工前 2019/9/6

施工後 2024/9/19
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③ その他 
・⽊道メンテナンス（天⼥が原登⼭道） 
・植⽣復元⼯、分散排⽔溝等経過観察（姿⾒の池園地・天⼥が原登⼭道） 
・旭岳⾃然保全員との協働施⼯（旭岳姿⾒の池園地） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 旭岳周辺登⼭道における携帯トイレブース設置効果検証業務（環境省東川管理官事務所より受託） 
・裏旭野営指定地に携帯トイレブース/簡易案内標識設置 
・裾合分岐に携帯トイレ⽤衝⽴（組⽴式）設置 
・携帯トイレブースの点検/清掃、し尿痕回収、裏旭野営指定地における利⽤調査等 
 

施⼯前 施⼯後 

 

⽯階段組替え（第１展望台） 
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令和６年 12月 23日 

旭岳ビジターセンター 

(夏季：旭岳自然保全員) 

大塚航平 

 

 

旭岳姿見の池園地 階段補修報告書 

東川町大雪山国立公園保護協会「自然保護対策事業」  

受託者：NPO 法人大雪山自然学校 

 

 

 

・補修場所 

旭岳 姿見の池園地 第一展望台（詳細は次項参照） 

・作業日時 

令和 6 年９月１日～９月７日 

・作業内容 

次項に示した位置の階段について、階段踏面に使用されている石の向きが不ぞろ

い（傾斜している・ 踏面が鋭角で踏み場がほぼない）または、蹴上が高すぎる

状態の改善を行った。 

・既存の石の向きを変え平らな面を出した。 

・段ごとの高さを揃え水平にした。 

・石が足りない場合は涸れ沢より石を運び追加した。 

※第一展望台は姿見駅から近く利用者が多いため、通行を妨げないよう配慮しな

がら作業を行った。 
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・作業位置 

 旭岳姿見の池園地散策路内、第一展望台の階段 

 

 

  

階段補修場所 
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・全体の写真（下から） 

 

 

 

 

  

作業前 

作業後 
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・全体の写真 （上から） 

 

 

 

 

  

作業前 

作業後 
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・階段下り方向 作業前後比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・階段上り方向 作業前後比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業前は石の平らな面は殆ど地中に埋まり、尖った部分の先端を踏んで歩く状態であっ

た。高さも不揃いで非常に歩き辛い階段であった。 

特に降り方向にでは、作業前は次の段が分かりづらく石の平らな面が少ない状態で非常に

バランスが悪く、次に足を置く石を探して一段ずつ慎重に降りる必要があった。 

作業では、一度石を掘り出し平らな面を上に向け埋め直す作業や、石の下を掘り高い部

分を下げ、傾きを直す作業を行った。 

作業後は段が分かりやすく、一段の高さも低い状態になり、上り下りどちらにおいても

次の段を探して立ち止まる歩行者はほとんど見られなくなった。 

 

 

  

作業後 作業前 

全体 

作業後 作業前 
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・その他

動画による作業前後の比較 

下記URL・QR コード参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://drive.google.com/drive/folders/1iIKv8tl-UYjPhvrkaqytkPAHjDzWkmWK?usp=sharing 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 
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作成：　　令和6年　6月　16日

人

※

別添２

令和６年度　歩道維持管理作業 実施報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No.１

計画者 　　　大塚航平　（大雪山国立公園保護協会委託事業「自然保護対策事業」で実施）

担当者 氏名 大塚航平
電子メール otsuka@daisetsu.or.jp
電話番号 0166-82-6500

　　令和6年6月16日（日）　09：00～10：30　 天候： 晴れ

施工内容
姿見駅から第一展望台に向かう階段のステップ修復
傾きが大きくなった杭を打ち直し修正

実施結果：杭の傾きが正常に戻り、外れかけていた丸太が固定された。

記録担当者 大塚航平

参加者 合計 5 ※別添として参加者名簿を添付すること。
作業日時
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作成：　　令和6年　6月　30日

人

※

別添２

令和６年度　歩道維持管理作業 実施報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No.2

計画者 　　　大塚航平　（大雪山国立公園保護協会委託事業「自然保護対策事業」で実施）

担当者 氏名 大塚航平
電子メール otsuka@daisetsu.or.jp
電話番号 0166-82-6500

　　令和6年6月30日（日）　14：00～15：30　 天候： 曇り

施工内容 天女ヶ原登山道から姿見の池園地に接続する手前の階段の踏面や蹴上の崩れ・穴補修

実施結果：　踏面に空いた穴が塞がり、流水による穴の拡大を防止できた。

記録担当者
大塚航平

参加者 合計 6 ※別添として参加者名簿を添付すること。
作業日時
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記録担当者
大塚航平

Ｎｏ．２
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作成：　　令和6年　7月　30日

人参加者 合計 1 ※別添として参加者名簿を添付すること。

施工内容
夫婦階段上部（第4展望台手前）
外れかけて浮き上がった階段の丸太を再固定し、下段に流れた砂利を上段に戻した。

実施結果：　浮き上がった丸太が固定されたことで安全に通行できるようになった。

記録担当者
大塚航平

作業日時

別添２

令和６年度　歩道維持管理作業 実施報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No.3

計画者 　　　大塚航平　（大雪山国立公園保護協会委託事業「自然保護対策事業」で実施）

担当者 氏名 大塚航平
電子メール otsuka@daisetsu.or.jp
電話番号 0166-82-6500

令和6年7月30日（月）10：30～11：20 天候： 曇り
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作成：　　令和6年　8月　3日

人
作業日時

別添２

令和６年度　歩道維持管理作業 実施報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No.4

計画者 　　　大塚航平　（大雪山国立公園保護協会委託事業「自然保護対策事業」で実施）

担当者 氏名 大塚航平
電子メール otsuka@daisetsu.or.jp
電話番号 0166-82-6500

令和6年8月3日（土）10：30～12：00 天候： 晴れ

施工内容
すり鉢池から第3展望台へ上がる地点。
劣化した木材と突出したボルトの撤去。

実施結果：　安全に通行できるようになった。

記録担当者
社本麗南

参加者 合計 1 ※別添として参加者名簿を添付すること。
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作成：　　令和6年　8月3日

人
作業日時

添付３

令和６年度　歩道維持管理作業 実施報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No.5

計画者 　　　大塚航平　（大雪山国立公園保護協会委託事業「自然保護対策事業」で実施）

担当者 氏名 大塚航平
電子メール otsuka@daisetsu.or.jp
電話番号 0166-82-6500

令和6年8月3日（土）14：00～15：00 天候： 曇り

施工内容 第一展望台北西側法面が、雨の崩れや人が足で削った跡があり崩れていたため、補修作業した。

実施結果：補修箇所と周辺が馴染むように補修。時間が経って形状は問題はない。
※

記録担当者
岩田充

参加者 合計 1 ※別添として参加者名簿を添付すること。
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作成：　　令和6年　8月　12日

人参加者 合計 1 ※別添として参加者名簿を添付すること。

施工内容 第一展望台付近の階段補修（ステップの丸太の浮き・外れを補修）

実施結果：　ステップの丸太が固定され、歩行が安全になった。　また、砂利の流出が止まった。
※

記録担当者
大塚航平

作業日時

別添２

令和６年度　歩道維持管理作業 実施報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No.6

計画者 　　　大塚航平　（大雪山国立公園保護協会委託事業「自然保護対策事業」で実施）

担当者 氏名 大塚航平
電子メール otsuka@daisetsu.or.jp
電話番号 0166-82-6500

　　令和6年8月12日（月）10:00～11:00 天候： 晴れ
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作成：　　令和6年　８月　20日

人
作業日時

別添２

令和６年度　歩道維持管理作業 実施報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No.7

計画者 　　　大塚航平　（大雪山国立公園保護協会委託事業「自然保護対策事業」で実施）

担当者 氏名 大塚航平
電子メール otsuka@daisetsu.or.jp
電話番号 0166-82-6500

　　令和6年８月20日（火）　11:00～12:00 天候： 晴れ

施工内容
第一展望台から満月沼へ向かう階段下の法面が、雨のため石が崩れ落ちていた。周りの石を嵌め込
み補修。
石と砂利で隙間を埋め崩れぬよう作業。

実施結果：補修後も形状が変わらず、維持されている。
※

記録担当者
岩田充

参加者 合計 1 ※別添として参加者名簿を添付すること。
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作成：　　令和6年　8月　25日

人参加者 合計 7 ※別添として参加者名簿を添付すること。

施工内容 天女ヶ原登山道から姿見の池園地に接続する手前の階段の踏面や蹴上の崩れ・穴補修

実施結果：踏面に空いた穴が塞がり、流水による穴の拡大を防止できた。
※

記録担当者
大塚航平

作業日時

別添２

令和６年度　歩道維持管理作業 実施報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No.8

計画者 　　　大塚航平　（大雪山国立公園保護協会委託事業「自然保護対策事業」で実施）

担当者 氏名 大塚航平
電子メール otsuka@daisetsu.or.jp
電話番号 0166-82-6500

　　令和6年8月25日（日）　13:30～14:30 天候： 曇り
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作成：　　令和6年　8月　25日

人参加者 合計 6 ※別添として参加者名簿を添付すること。

施工内容 地面が踏圧や流水等の影響でV字に削られていた箇所に、砂利石を敷いた。

実施結果：抉られた部分が埋まり、歩行者の通行が容易になった。
※

記録担当者
大塚航平

作業日時

別添２

令和６年度　歩道維持管理作業 実施報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No.9

計画者 　　　大塚航平　（大雪山国立公園保護協会委託事業「自然保護対策事業」で実施）

担当者 氏名 大塚航平
電子メール otsuka@daisetsu.or.jp
電話番号 0166-82-6500

　　令和6年8月25日（日）　15:00～16:00 天候： 晴れ
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作成：　　令和6年　9月　15日

人参加者 合計 7 ※別添として参加者名簿を添付すること。

施工内容
第一展望台の階段補修
段ごとに石を組み直し踏面、蹴上の不揃いを修正した。
※別紙報告書あり

実施結果：段が平均化されたことにより非常に歩きやすい階段になった。
※

記録担当者
大塚航平

電話番号 0166-82-6500
作業日時 　　令和6年9月1日（日）　～9月7日（土） 天候： -

担当者 氏名 大塚航平
電子メール otsuka@daisetsu.or.jp

別添２

令和６年度　歩道維持管理作業 実施報告書
No.10

計画者 　　　大塚航平　（大雪山国立公園保護協会委託事業「自然保護対策事業」で実施）
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作成：　　令和6年　9月　25日

人参加者 5 ※別添として参加者名簿を添付すること。

施工内容 噴気孔分岐に向かう途中の階段にて、石が外れた下段1段目を補修した。

実施結果：補修前は写真右側のみ使われていたが、補修後は左側も通行者が見られた
※

記録担当者
大塚航平

作業日時

別添２

令和６年度　歩道維持管理作業 実施報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No.11

計画者 　　　大塚航平　（大雪山国立公園保護協会委託事業「自然保護対策事業」で実施）

担当者 氏名 大塚航平
電子メール otsuka@daisetsu.or.jp
電話番号 0166-82-6500

　　令和6年9月23日（日）　13:00～14:00 天候： 晴れ
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作成：　　令和6年　10月　8日

人

別添２

計画者 　　　大塚航平　（大雪山国立公園保護協会委託事業「自然保護対策事業」で実施）

担当者 氏名 大塚航平
電子メール otsuka@daisetsu.or.jp
電話番号

令和６年度　歩道維持管理作業 実施報告書

0166-82-6500

No.12

作業日時 　　令和6年10月8日（火）　11:00～12:00 天候： 曇り
参加者 合計 2 ※別添として参加者名簿を添付すること。

施工内容 第4展望台の先の階段　1段目の外れた石を直した。

実施結果：階段の1段目が戻ったことで歩きやすくなった。
※

記録担当者
大塚航平
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作成：　　令和6年　10月　26日

人参加者 1 ※別添として参加者名簿を添付すること。

施工内容
裾合平分岐看板付近の法面が崩れたため、補修をした。
崩れた所を石組みと土盛りにて補修。
降雨や降雪後、確認が必要。

実施結果：崩れた法面が復元された。

記録担当者
岩田充

作業日時

別添２

令和６年度　歩道維持管理作業 実施報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No.13

計画者 　　　大塚航平　（大雪山国立公園保護協会委託事業「自然保護対策事業」で実施）

担当者 氏名 大塚航平
電子メール otsuka@daisetsu.or.jp
電話番号 0166-82-6500

　　令和6年10月25日（金）　～　10月26日（土） 天候： 曇り
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作成：　　令和6年　10月　29日

人参加者 1 ※別添として参加者名簿を添付すること。

施工内容 姿見展望台　「姿見の池」の看板が大きく傾き倒れそうな状態を修復した。

実施結果：傾きやガタが直り安全になった。

記録担当者
大塚航平

作業日時

別添２

令和６年度　歩道維持管理作業 実施報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No.14

計画者 　　　大塚航平　（大雪山国立公園保護協会委託事業「自然保護対策事業」で実施）

担当者 氏名 大塚航平
電子メール otsuka@daisetsu.or.jp
電話番号 0166-82-6500

　　令和6年10月27日（日）　～ 天候： 曇り
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令和６年度 白雲岳避難小屋等利用状況報告

令和6年度利用者数 避難小屋 1,025名 テント場 994名
・昨年度は、ヒグマの出没により避難小屋及びテントサイトの利用自粛措置により大幅な入込減となったが、

今年度は概ね入込は回復したところである。

・しかしながら、７月にヒグマの出没が見られたこと、また高原沼巡りコースにおいて人馴れしたヒグマの

出没が確認されるなど、今後も警戒する必要がある。

・白雲岳避難小屋周辺のヒグマの対策として、来年度は電気牧柵の設置による実証実験を進める予定である

（今年度は関係機関と協議のうえ、現地調査及び書類の作成）。

※参考１：過去5年間の利用実績

白雲岳避難小屋の今後の展開

ヒグマ出没における課題
・登山者、縦走者、現地管理人の安全確保
・登山（特に縦走中の方）の計画変更と、管理人の対応増
・遵守事項の啓発、情報提供
・利用者の減少により協力金収受額への影響
・自然公園法違反を含めた不適切行為への対処
・周辺登山道整備の中止等の影響
・他の避難小屋やテントサイトへの混雑への影響
・問題個体の発生の抑止

※参考１

今年度の高原温泉沼巡りコースにおける人馴れした
問題個体。利用者が不適切行為を行わないのはもち
ろん、万一の際の冷静な対応も必要となる。
※（合社）北海道山岳整備の動画より

避難小屋としての対応方針の策定

〇基本的考え方
ヒグマの生息環境の保全、利用者に対する対応方針の設定、

ヒグマルールを事前周知し、同地の利用環境の確保

〇対応方針
利用者の行動をコントロールすることで、問題個体の発生を

抑止ヒグマの出没状況に応じ、施設の閉鎖（解除）の判断を行
う判断基準を整備

〇各関係機関との協力体制の整備

避難小屋 テント場

令和１年 1,183 1,107

令和２年 69 55

令和３年 907 1,377

令和４年 1,141 710

令和５年 775 292

現状：大雪山の縦走拠点施設として管理人を配置し、登山者の安全確保や利用者指導等重要な役割を果たしている。
将来的な課題
①縦走路上に存在する他の避難小屋とのバランス（忠別岳避難小屋・ヒサゴ沼避難小屋など）

利用や周辺登山道の整備進捗が白雲岳避難小屋周辺に偏り、オーバーユースを伴う傾向にある。課題解決には他の避難小屋の再整備や管理運営が求められる（事業執行者及び環境省の
 動向に今後注視）、また安定した避難小屋の管理運営には黒岳石室と共に、小屋使用料（協力金）のあり方について進めなければならない。

②大雪山全体における協力金の展開
 現状、自治体単位での取組となり、各拠点での目的別の取組となっているが、統一した目的のための協力金の収受方法を、行政界を超えた議論展開が必要である。
（各登山口での収受検討（キャッシュレスなど）、利用目的の明確化（整備計画） ←国・道・市町のビジョンを明確化と担い手の育成確保（保全と利用の有識者の存在）
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大雪山国立公園連絡協議会登山道維持管理部会 

登山道補修技術検討会 設置要綱（案） 

 

（目的） 

第１条 大雪山国立公園連絡協議会表大雪登山道維持管理部会及び東大雪地域登山道維持

管理部会規約（以下、規約という。）第３条（２）に基づき、登山道の適正な維持管

理を行うために必要となる登山道補修に関する施工方法の検証及び技術向上等の検

討を行うため、登山道補修技術検討会（以下、技術検討会という。）を設置する。 

 

（検討事項） 

第２条 技術検討会は、前条の目的を達成するため、次の事項を検討する。 

（１）「大雪山ビジョン」及び「大雪山国立公園登山道管理水準」並びに「大雪山国立公 

園における登山道整備技術指針」に基づく、登山道補修に関する施工方法の検証及

び技術の向上について 

（２）登山道補修計画の検討、補修結果の評価及び補修に関する改善策の検討について 

（３）その他、前条の目的を達成するために必要な事項 

 

（構成） 

第３条 技術検討会は、大雪山国立公園連絡協議会登山道維持管理部会（表大雪地域及び東

大雪地域）の構成員及びオブザーバーの中から、登山道補修に従事する維持管理団

体、登山道補修に関する専門的知見を有す学識経験者及び技術者、登山道を管理す

る機関をもって構成する。 

  ２ 構成員は、検討が必要な事項に応じて、事務局が指名する。 

 

（運営） 

第４条 技術検討会は、各年度において必要に応じて事務局が招集し、事務局員が議事進行

を務める。 

  ２ 技術検討会の構成員及び事務局は、必要に応じ、規約第４条により置かれたコーデ

ィネーターの意見を聴取することができるものとする。 

３ 構成員の過半数が必要と認める場合、構成員以外の出席を求め、その意見を聴くこ

とができる。 

 

（事務局） 

第５条 技術検討会の事務局を大雪山国立公園管理事務所に置く。 

 

（その他） 
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第６条 この要綱に定めるもののほか、技術検討会の運営に関し必要な事項については、必

要に応じて事務局が別に定める。 

 

付 則 この規約は令和 年 月 日から施行する。 
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（１）歩道の維持管理作業（補修等）の場合の実施手順

維持管理作業等を行おうとする国立公園事業執行者以外の者

事後検討案件

事業当初執行
手続き

事業執行者と
作業計画について相談

行為許可手続き
（環境省自然保護官事務所に相談）

事業執行者が
維持管理行為として実施

作業の実施

土地所有関係制度（国有林、道有林）
保安林、文化財保護法に基づく手続き等

登山道維持管理部会で作業結果説明

ＹＥＳ（稀なケース）了解

団体が事業執行者とし
て対象区間を維持管理

以降、事業執行者が

土地所有関係制度等の手続き
を含め、

責任をもって実施

作業の予定箇所が国立公園事業執行済の場所である

ＹＥＳ（執行済） ＮＯ（未執行）

団体が新たに事業執行を
する希望がある

ＮＯ

中止
再考

国立公園事業執行者

事業執行者が維持管理行為として実施

（土地所有関係制度等の手続きを含め、責任をもって実施）

計画書の作成

事務局に対して、案件の登録（別紙様式使用）

※計画内容は、「登山道管理水準2015年改訂版」、「登山道整備技術指針2016年改訂版」に従う。

事前検討案件
（例のない荒廃）

報告のみ案件 登山道技術指針運用
活用WGでの検討

計画書修正

記録作業
（事務局）

事後検討案件

計画書の作成

事務局に対して、案件の登録（別紙様式使用）

※計画内容は、「登山道管理水準2015年改訂版」、「登山道整備技術指針2016年改訂版」に従う。

事前検討案件
（例のない荒廃）

報告のみ案件 登山道技術指針運用
活用WGでの検討

計画書修正

作業の実施

登山道維持管理部会で作業結果説明

記録作業
（事務局）

令和2年3月時点版

1
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（１）歩道の維持管理作業（補修等）の場合の実施手順

作業を行おうとする国立公園事業執行者以外の者

作業の実施

事務局へ作業結果を報告

登山道維持管理部会での作業結果共有
必要に応じ、登山道補修技術検討会での振り返り、検討

国立公園事業執行者

登山道維
持管理DB

への掲載
（事務局）

令和7年1月修正案

今後の作業計画
への反映

事務局へ作業結果を報告

作業の実施

作業の予定箇所が国立公園事業執行済の場所である

中止
再考

事業執行者と
作業計画について相談

事業執行者が

維持管理行為と
して実施

許可や同意
の見通しが立
たない場合

以降、下図のフローへ

ＹＥＳ（執行済） ＮＯ（未執行）
中止
再考

事後検討案件
事前検討案件
（例のない荒廃）

報告のみ案件

計画書の作成

登山道補修技術
検討会での検討

計画書修正

登山道維持管理DBへの掲載（事務局）

以降、（２）へ

2

計画者において、関連法令等
に基づく手続き要否の確認

OK（同意）

NO（課題あり）

必要に応じ、各種許認可等手続き
、土地所有者等との調整

作業計画案件の登録（事務局に提出） ＆

今後の作業計画
への反映

登山道維持管理部会での作業結果共有
必要に応じ、登山道補修技術検討会での振り返り、検討

登山道維持管理DBへの掲載（事務局）

必要に応じ、各種許認可等手続き
、土地所有者等との調整

作業計画案件の登録（事務局に提出） ＆

事後検討案件
事前検討案件
（例のない荒廃）

報告のみ案件

登山道維
持管理DB

への掲載
（事務局）

計画書の作成

登山道補修技術
検討会での検討

計画書修正
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（２）歩道の維持管理作業（刈り払い等）、看板類の設置・補修、
歩道の表示の場合の実施手順

※毎年冬季の登山道の維持管理に関する協議体（情報交換会）で、実施結果の検討、歩道等に関する現状と課題の更新。

維持管理作業等を行おうとする国立公園事業執行者以外の者

事業当初執行
手続き

事業執行者と
作業計画について相談

行為許可手続き
（環境省自然保護官事務所に相談）

事業執行者が
維持管理行為として実施

作業の実施

土地所有関係制度（国有林、道有林）
保安林、文化財保護法に基づく手続き等

別紙様式による実施結果の報告（事務局へ）

ＹＥＳ（稀なケース）了解

団体が事業執行者とし
て対象区間を維持管理

以降、事業執行者が

土地所有関係制度等の手続き
を含め、

責任をもって実施

作業の予定箇所が国立公園事業執行済の場所である

ＹＥＳ（執行済） ＮＯ（未執行）

団体が新たに事業執行を
する希望がある

ＮＯ

中止
再考

国立公園事業執行者

事業執行者が
維持管理行為として実施

別紙様式による実施結果の報告（事務局へ）

（土地所有関係制度等の手続きを含め、責任をもって実施）

作業内容の検討（別紙様式による計画書は不要）

※計画内容は、「登山道管理水準2015年改訂版」、「登山道整備技術指針2016年改訂版」に従う。

作業内容の検討（別紙様式による計画書は不要）

※計画内容は、「登山道管理水準2015年改訂版」、「登山道整備技術指針2016年改訂版」に従う。

令和２年３月時点版

3
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（２）歩道の維持管理作業（刈り払い等）、看板類の補修、
歩道の表示の場合の実施手順

作業を行おうとする国立公園事業執行者以外の者

作業の実施

事務局へ作業結果を報告

登山道維持管理部会での作業結果共有

国立公園事業執行者

令和7年1月修正案

今後の作業計画
への反映

事務局へ作業結果を報告

作業の実施

作業の予定箇所が国立公園事業執行済の場所である

中止
再考

事業執行者と
作業計画について相談

事業執行者が

維持管理行為と
して実施

許可や同意
の見通しが立
たない場合

以降、下図のフローへ

ＹＥＳ（執行済） ＮＯ（未執行）
中止
再考

登山道維持管理DBへの掲載（事務局）

計画者において、関連法令等
に基づく手続き要否の確認

OK（同意）

NO（課題あり）

必要に応じ、各種許認可等手続き
、土地所有者等との調整

今後の作業計画
への反映

登山道維持管理部会での作業結果共有
必要に応じ、登山道補修技術検討会での振り返り、検討

登山道維持管理DBへの掲載（事務局）

作業計画の検討

4
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合計 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 調査方法 調査期間

１ 黒岳登山口 40,000 2,500 11,000 8,900 14,000 3,700 熱感知式カウンターからの推計 令和６年６月20日～10月15日

２ 銀泉台登山口（第一花園下） 9,400 1,100 2,600 1,000 4,600 100 熱感知式カウンターからの推計 令和６年６月14日～10月２日

３ 高原温泉登山口（緑岳コース） 2,900 500 900 500 900 100 熱感知式カウンターからの推計 令和６年６月10日～10月８日

４ 高原温泉登山口（沼めぐり登山コース） 3,700 200 500 400 2,200 400 ヒグマ情報センター利用者数資料 令和６年６月17日～10月６日

５ クチャンベツ登山口 1,500 100 600 400 300 40～60 熱感知式カウンターからの推計 令和６年６月11日～10月11日

６ 松仙園登山口 700 0～50 50～100 100 500 0～50 熱感知式カウンターからの推計 令和６年７月14日～９月30日

７ 愛山渓温泉登山口 2,100 40～60 400 400 1,100 100 熱感知式カウンターからの推計 令和６年６月24日～10月９日

８ 姿見の池（裾合平方面） 11,000 1,400 4,900 1,400 3,300 400 熱感知式カウンターからの推計 令和６年６月１日～10月８日

９ 姿見の池（旭岳方面） 31,000 3,800 8,800 7,400 9,400 1,300 熱感知式カウンターからの推計 令和６年６月１日～10月８日

10 天人峡登山口 500 50～100 200 50～100 100 0～50 人感センサー式カメラからの推計 令和６年６月１日～10月８日

11 美瑛富士登山口 2,100 400 300 900 300 0～50 熱感知式カウンターからの推計 令和６年６月５日～10月７日

12 十勝岳登山口（美瑛岳方面） 故障のためカウントなし 令和６年６月１日～10月９日

13 十勝岳登山口（十勝岳方面） 13,000 2,200 3,300 3,300 3,600 600 熱感知式カウンターからの推計 令和６年６月１日～10月９日

14 十勝岳温泉（安政火口） 19,000 2,400 4,400 4,200 3,900 3,800 熱感知式カウンターからの推計 令和６年６月１日～10月９日

15 原始ヶ原登山口 500 200 100 100 50～100 0～50 人感センサー式カメラからの推計 令和６年６月５日～10月７日

16 十勝岳新得側登山口 0～50 0～50 0～50 0～50 0～50 0～50 国有林入林簿からの推計 令和６年６月１日～10月31日

17 トムラウシ山登山口（短縮コース） 3,300 200 1,300 800 900 0～50 赤外線式カウンターからの推計 令和６年５月22日～10月９日

18 トムラウシ山登山口（温泉コース） 200 0～50 50～100 50～100 40～60 0～50 熱感知式カウンターからの推計 令和６年５月22日～10月９日

19 石狩岳登山口 1,000 200 300 200 300 50～100 熱感知式カウンターからの推計 令和６年５月28日～10月22日

20 ユニ石狩岳登山口 200 0～50 0～50 0～50 50～100 0～50 国有林入林簿からの推計 令和６年５月10日～11月13日

21 ニペソツ山登山口（幌加温泉コース） 1,300 300 300 200 400 200 熱感知式カウンターからの推計 令和６年５月28日～10月22日

22 ウペペサンケ山糠平コース登山口 600 50～100 50～100 100 300 0～50 熱感知式カウンターからの推計 令和６年５月23日～10月８日

23 白雲山士幌側登山口 800 200 100 50～100 200 100 国有林入林簿からの推計 令和６年４月１日～10月31日

24 白雲山鹿追側登山口 1,900 500 300 300 500 300 国有林入林簿からの推計 令和６年４月１日～10月31日

25 東ヌプカウシヌプリ登山口 1,800 400 300 300 500 400 国有林入林簿からの推計 令和６年４月１日～10月31日

26 南ペトウトル山登山口 200 0～50 0～50 0～50 40～60 40～60 国有林入林簿からの推計 令和６年４月１日～10月31日

令和６年度大雪山国立公園入山者数調査（登山者カウンター等による推計結果）（案）

調査登山口

【概要】
　  令和６年度における下表の計26の登山口での調査結果は以下のとおり。調査位置は別紙参照。
  ・月別入山者数では、９月が最も多く、次いで７月、８月が多かった。
  ・登山口別入山者数では、黒岳が最も多く、次いで姿見の池（旭岳方面）、十勝岳温泉（安政火口）が多かった。
  ・カウンターの精度を考慮すると、大雪山国立公園の入山者数は、約11～14万人であると考えられる。
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・

・
・

・

・
・
・
・
・

銀泉台では、第一花園のみを探勝した人数を把握するため、第一花園の上下で調査を行っており、第一花園上での調査結果は、年間：
8,400、６月：1,100、７月：2,500、８月：900、９月：3,800、10月：40～60であった。

現時点において、利用者が比較的少なく、登山者カウンター等による計測値が全調査登山口での計測値の誤差の範囲内になることが考えら
れる登山口については調査対象外としている。

【数値の取扱方法】
　　計測方法や設置箇所ごとに誤差が生じるため、次のように取り扱った。
　①各登山口の登山者カウンター等の月別計測値を記入
　②明らかなエラー値を除外
　③各登山口の年間合計及び各月の月間合計を算出
　④誤差を考慮し、次のように表記
　　・計測値 1000～  ：有効数字が２桁となるよう四捨五入
　　・計測値 100～999：10の位を四捨五入
　　・計測値 61～99  ：50～100
　　・計測値 40～60  ：40～60
　　・計測値 0～39   ：0～50

【備考】

　※①～④の操作により、次の点に注意が必要である。
　　・各登山口の月別入山者数の合計と年間合計は必ずしも一致しない。
　　・各月の登山口別入山者数の合計と月間合計は必ずしも一致しない。

登山者カウンター等の設置期間は、雪解け後から積雪前までのため、未設置期間における入山者数は把握していない。

ウペペサンケ山では、糠平川迂回林道と糠平川沿い作業道との合流地点にカウンターを設置した。
雪解けの早い然別湖外輪山については早くから入山があり、４～５月の国有林入林簿の集計では、白雲山士幌側登山口：400、白雲山鹿追側
登山口：400、南ペトウトル山登山口：40～60、東ヌプカウシヌプリ登山口：400であった。

松仙園登山道については、開通期間（７月14日～９月30日）において、一方通行運用の起点である松仙園登山口で調査を行った。
姿見の池の裾合平方面及び旭岳方面には、周回コースのみを探勝した人数は含まれていない。

熱感知式カウンターの精度検証結果より、入山者数の実数は計測値よりも一定程度少なくなることが明らかになっており、誤差は約110％～
148％と仮定している。

十勝岳新得側登山口については、令和６年度は登山口へ通じるシートカチ支線林道が通行止めであった。
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「協働型管理」によるビジョンの実現

大雪山国立公園ビジョンに基づく登山道等の協働型管理の進め方

各取組の実施にあたっては、相互の連携を図るとともに、実施した取組結果を点検し適宜見直しを行いながら推進

＜大雪山国立公園ビジョン＞
まもり、活かし、つなげよう みんなでつくる、世界を魅了する大雪山国立公園

（１）大雪山の自然環境が守られ、より豊かになった国立公園 ⇒大雪山グレードに応じた保全

（２）魅力を活かし、質の高い利用体験ができる国立公園 ⇒大雪山グレードに応じた管理と利用

（３）つながっていく国立公園 ⇒来訪者に向けた情報発信

⇒大雪山国立公園に関わるすべての人々に向けた価値の発信

（４）みんなが協働して管理運営する国立公園 ⇒協働型管理体制の維持、管理運営への利用者の参加・地域連携

⇒みんなが学び成長し将来世代へ引き継ぐ国立公園

◆保全対策のための
計画づくり

◆自然環境の保全・
登山道等管理の
取組実施

◆登山道管理者の
明確化

◆登山道等情報の
記録・共有

◆登山道補修技術の
検証・向上

◆登山道管理水準等
の見直し

◆人材育成
◆取組成果等の
情報発信

◆新たな賛同者・
支援の獲得

◆保護と利用の
仕組みづくり

◆一元的な管理
運営体制の構築

資料5-1
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資料5-2

＜資料5-2＞大雪山国立公園ビジョンに基づく登山道等の協働型管理（工程案）
2024年７月現在

主な取組項目 2023(R5)年度までの取組内容 2024(R6)年度 2025(R7)年度 2026(R8)年度以降 備考

　 （１）大雪山の自然環境が守られ、より豊かになった国立公園　⇒大雪山グレードに応じた保全

（２）魅力を活かし、質の高い利用体験ができる国立公園　⇒大雪山グレードに応じた管理と利用

●保全対策のための計画づくり

○優先度の高い路線の保全計画
○実施結果を踏まえた順応的管理
○野営指定地等の管理方策の検討

・優先度の高い路線（中岳裾合平線（R3）、大雪山
縦走線、ヤンベタップ五色岳線等）における調査・
設計を実施

・登山道の現状及び管理状況等を踏まえた大雪
山全体における優先路線・箇所の確認、共有
・縦走線（五色岳～ヒサゴ分岐）の追加設計

・＜別紙＞登山道の管理状況
を参照

・登山道管理に加え、野営指
定地、避難小屋、トイレ等の
管理のあり方についても併せ
て検討

●自然環境の保全・登山道等管理の取組実施

○自然環境保全のための基盤的整備
○登山道管理者と利用者等の協働による維持管理

・基盤的整備（中岳裾合平線、ヤンベタップ五色岳
線等）を実施
・維持管理（層雲峡勇駒別線、松仙園線、沼ノ平
姿見の池線、中岳裾合平線、大雪山縦走線、銀
泉台白雲岳線、高原温泉高根ヶ原線、勇駒別周
回線、トムラウシ山線等）を実施

・対象路線における整備・維持管理を実施
・路線に応じた持続的な協働型管理体制の検討
・中岳裾合平線道路（歩道）改修工事

・ヒサゴ沼区間保全
工事の実施

・ヒサゴ沼区間保全
工事の実施
・縦走線（五色岳～ヒ
サゴ分岐）の保全工
事実施

・＜別紙＞登山道の管理状況
を参照

●登山道管理者の明確化

○管理者不在の路線における管理者の明確化 ・未執行路線（美瑛富士線、美瑛岳線、糠平ウペ
ペサンケ線等）の課題状況の把握、関係者間での
調整を実施

・各路線の課題解決を図るための事業執行に向
けた調整継続

・＜別紙＞登山道の管理状況
を参照

●登山道等情報の記録・共有

○登山道等情報のデータベース構築
○登山道等情報の共有・活用

・優先度の高い路線について動画撮影を実施
・データベースへの記録情報の蓄積
・「登山道等荒廃写真撮影ワークショップ」の実施

・登山道等情報の記録の継続
・保全対策へのデータ活用・共有

●登山道補修技術の検証・向上

○補修結果の評価・検証
○補修技術の向上

・「登山道補修技術検討会」の実施、課題路線に
おける補修対応

・補修対象路線の実施結果の評価・検証の継続

●登山道管理水準等の見直し

○「登山道管理水準」の見直し検討
○「登山道整備技術指針」の見直し検討

・見直しに向けた歩道情報の収集、課題事例・技
術情報の蓄積

・見直しに向けた歩道情報の収集、課題事例・技
術情報の蓄積

●取組成果等の情報発信

○各保全の取組、保全ルール等の情報発信 ・「大雪山の保全ルール」の検討・策定
・情報発信媒体の検討・作成（ポスター）
・情報発信する取組成果の蓄積

・「大雪山の保全ルール」の発信
・取組成果の蓄積、評価
・より効果的な情報発信方法の検討

●新たな賛同者・支援の獲得

○様々な主体の新たな賛同者・支援の獲得 ・「白雲岳避難小屋周辺登山道維持管理協力金」
や東川町等による取組継続
・各山岳関係イベントや「協力金フォーラム」等の
開催

・各種イベント等を通じた新たな賛同者・支援を獲
得するための機会を継続

・2024年は「大雪山国立公園
指定90周年」

（４）みんなが協働して管理運営する国立公園　⇒協働型管理体制の維持、管理運営への利用者の参加・周辺地域との連携、みんなが学び成長し将来世代へ引き継ぐ国立公園

　 ●人材育成

○補修技術者の人材育成 ・「白雲岳協力金」を活用を通じた人材育成
・「登山道整備リーダー育成研修会」、「登山道維
持管理勉強会」の実施

・各種研修会・補修イベント等の継続

●保護と利用の仕組みづくり

○大雪山国立公園全体における保全の仕組みづくり ・各協力金やクラウドファンディングを活用した取
組を実施

・「白雲岳協力金」等の展開に向けた具体的検討

●一元的な管理運営体制の構築

○国立公園の一元的な管理運営体制の構築 ・一元的な管理運営体制（大雪山財団（仮称））の
必要性や目指す方向性について共有

財団設立に向けた必要事項やスケジュールにつ
いて折を見て検討

取組事項

（３）つながっていく国立公園　⇒来訪者に向けた情報発信、大雪山国立公園に関わるすべての人々に向けた価値の発信

- 87 -



＜資料5-2別紙＞大雪山国立公園における登山道の管理状況 資料5-2別紙
2024年７月現在

番号 路線名 グレード 事業執行者 執行区間・内容 課題状況（保全対策ランク等） 事業・取組名 実施主体 取組内容（R6年度） 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度

1 原始ヶ原線 G4 未執行 ●下草刈、枝払い 富良野山岳会

2 層雲峡ニセイカウシュッペ山線
（G3）
※朝陽山まで
点線表示

未執行
・「ランクＡ」：登山口付近
・管理者不在

●ササ刈り

●登山道補修イベント
発注：北海道
受注：（一社）大雪山・山守隊

・補修イベントを実施（黒岳石室～雲ノ平） ◎ 「たまには山へ恩返し」

●登山道補修、点検
Asahidake Trail Keeper
旭岳ビジターセンター

・木道補修、点検（天女が原登山道）
・登山道補修（姿見の池園地） ◎

（株）りんゆ
う観光

■黒岳７合目～見晴らし台
・「ランク非適用」
　登山道管理水準改定に合わせて設定
が必要

（株）りんゆう観光 通称「黒岳遊歩道」

■中岳分岐～間宮分岐
・「ランクＣ」：中岳分岐～間宮分岐
間で風衝地群落保全のための侵食対策
が必要

●上川・東川地区登山道点検等
業務
●登山道補修業務（予定）

●発注：環境省
　受注：(同)北海道山岳整備
●未定

・点検、維持管理、モニタリングを実施（中岳分岐～間宮
分岐）
・侵食防止対策を実施（中岳分岐～間宮分岐）

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

案内図標識（２基）
非適用 未執行 ■RW黒岳駅～見晴らし台

4 層雲峡銀河流星ノ滝線 非適用 未執行

5 紅葉谷線 G1 上川町 ■紅葉谷入口～紅葉滝 上川町
・維持管理の実施
・登山口周辺の冠水対策（集水桝土砂抜き） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

6 雲井ヶ原線 非適用 未執行

北海道 ■愛山渓温泉～北鎮分岐
・「ランクＢ」：北鎮岳～北鎮分岐
・滝コース閉鎖

北海道
・滝コースについては現状確認を実施した上で閉鎖を継続
予定

■三十三曲分岐～沼ノ平分岐

●上川地区登山道補修等業務
●上川・東川地区登山道点検等
業務

発注：環境省
受注：(同)北海道山岳整備

・点検、維持管理、モニタリング（三十三曲分岐～沼ノ平
分岐） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

案内図標識

（G4）※管理
水準未反映

環境省 ■松仙園登山口～八島分岐

・「ランク非適用」
　登山道管理水準改定に合わせて設定
が必要
・泥濘及び侵食箇所の補修、植生モニ
タリングが必要

●松仙園登山道改修等業務
発注：環境省
受注：NPO法人かむい

・泥濘及び侵食箇所への飛木道等の施工（八島分岐付近）
・植生モニタリング ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

非適用 未執行 ■愛山渓温泉～松仙園登山口 安足間林道（北海道）

9 沼ノ平姿見の池線 G3,G2,G1
環境省
(※整理中)

■沼ノ平分岐～姿見の池園地分岐 ・過年度整備の木道が老朽化

●上川地区登山道補修業務
●上川・東川地区登山道点検等
業務
●補修箇所調査業務（予定）

●発注：環境省
　受注：(同)北海道山岳整備
●発注：環境省
　受注：(同)北海道山岳整備
●未定

・泥濘箇所に飛び木道設置（沼ノ平分岐～当麻乗越）
・スノーモービルによる資材荷揚げ（沼ノ平付近）
・点検、維持管理、モニタリング（三十三曲分岐～当麻乗
越～姿見の池）
・補修箇所の調査及び補修方法の検討（裾合分岐～当麻乗
越）

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

10 当麻岳線 G4 未執行
・「ランクＢ」：安足間岳上部
・管理者不在

北海道が歩道敷地を借地

G3 北海道 ■裾合平分岐～中岳温泉
・「ランクＡ」裾合平分岐～裾合平間
の木道が老朽化

●CFを活用した登山道補修
発注：北海道
受注：(一社)大雪山・山守隊

・登山道補修を実施（裾合平分岐～中岳温泉）
◎
●

「たまには山へ恩返し」

●中岳裾合平線歩道再整備
●発注：環境省
　受注：(株)イトイ産業

・再整備工事を実施（中岳温泉～中岳分岐） ● ◎ ◎ ◎ ◎
●上川・東川地区登山道点検等
業務
●登山道補修業務（予定）

●発注：環境省
　受注：(同)北海道山岳整備
●未定

・点検、維持管理、モニタリング（中岳温泉～中岳分岐）
・侵食防止対策を実施（中岳温泉～中岳分岐） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

北海道
■北海岳分岐～白雲岳避難小屋
■高根ヶ原分岐～富良野岳山頂

●白雲岳避難小屋周辺登山道維
持管理協力金による登山道補修

発注：上川地区登山道等維持管理
連絡協議会
受注：(同)北海道山岳整備

・登山道補修（北海岳～白雲岳避難小屋）
・官民協働登山道補修事業の実施 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（株）コロンビアスポーツウェアジャパン
との連携

■白雲岳避難小屋～高根ヶ原分岐
■高根ヶ原分岐～ヒサゴ沼

●大雪山縦走線歩道再整備工事 環境省
・R6年度において追加設計を実施予定
・ヒサゴ沼周辺歩道の再整備工事はR5、R6年度入札不調に
よりR7年度に延期予定

○
●
◎

●
◎

●
◎

●
◎

環境省直轄化を予定している区間
R3年度に高根ヶ原分岐～五色岳間、R4年度
にヒサゴ沼周辺歩道、R5年度に五色岳～ヒ
サゴ分岐（一部除く）の再整備設計済み

案内図標識(４基)

未執行 ■富良野岳山頂～原始ヶ原登山口

北海道 ■銀泉台～白雲岳 ・「ランクＢ」：第一花園上部～赤岳 ●登山道補修
登山道維持管理部会（登山道補修
技術検討会）

・R3～R4年度の施工箇所に対する補修を実施（赤岳第四雪
渓付近）。 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ （旧）黒岳間宮岳線道路（歩道）

環境省 案内図標識

林野庁 ■高原温泉～小泉岳分岐

環境省 案内図標識

未執行 ■板垣新道分岐～白雲岳避難小屋分岐
・「ランクＢ」：板垣新道分岐～白雲
岳避難小屋分岐
・管理者不在

白雲岳避難小屋周辺登山道維持管理協力金
による補修対象区間

15 高原温泉高根ヶ原線
(G5,)G3,G2
※三笠新道は
点線表示

北海道 ■高原温泉～高根ヶ原分岐・空沼 ●登山道補修
発注：北海道
受注：(同)北海道山岳整備

・泥濘箇所に飛び木道設置
・ヒグマセンターにおける募金の活用、ボランティア活動 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

三笠新道は、ヒグマとの軋轢防止のため、
ヒグマの定着が確認され次第閉鎖

・「ランクＡ」：北海岳分岐～白雲岳
避難小屋分岐、ヒサゴ沼北分岐下部～
ヒサゴ沼避難小屋分岐、ヒサゴ沼付近
（雪渓下部）、トムラウシ山～南沼、

富良野岳肩上部～富良野岳
・「ランクＢ」：白雲岳避難小屋分岐
～高根ヶ原分岐手前、平ヶ岳付近、忠
別岳避難小屋分岐～忠別岳南避難小屋

G3,G2

環境省

北海道
　↓
環境省

G5,G4

G4 環境省 ■中岳温泉～中岳分岐
・「ランクＣ」：中岳温泉～中岳分岐
間で風衝地群落保全のための侵食対策
が必要

備考（記録）

再整備・維持管理等の状況

環境省

実施予定

　○：調査・計画・設計等
　●：整備（基盤的整備）

　◎：維持管理（補修・点検・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ）

公園計画・
大雪山グレード

事業執行の状況

8 松仙園線

大雪山縦走線12

7 愛山渓北鎮岳線

14 高原温泉小泉岳線 G4,G3

11 中岳裾合平線

13 G4,G3,G2銀泉台白雲岳線

・「ランクＡ」：北海沢～北海岳分岐
間、裏旭～旭岳間

・「ランクＢ」：黒岳石室分岐～北海
沢間、黒岳石室分岐～北鎮分岐、勇駒

別園地～姿見の池園地

3 層雲峡勇駒別線 G4,G3,G2,G1

北海道
■層雲峡集団施設地区～勇駒別集団施設地

区
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＜資料5-2別紙＞大雪山国立公園における登山道の管理状況 資料5-2別紙
2024年７月現在

G4 北海道
■クチャンベツ沼ノ原登山口～沼ノ原分岐
■沼ノ原大沼～五色岳

・「ランクＡ」：クチャンベツ沼ノ原
登山口～沼ノ原分岐における中腹区間
の侵食が進行
・「ランクＣ」：沼ノ原大沼～五色岳
間の木道が老朽化

●老朽化した沼ノ原大沼～五色
岳間の木道の更新

北海道
・再整備を実施（沼ノ原大沼～五色岳の区間のうち700m） ●

◎
○
◎

●
◎

●
◎

●
◎

自然環境整備交付金を活用し、R4年度から
再整備事業に着手

環境省 ■沼ノ原分岐～沼ノ原大沼
●上川・東川地区登山道点検等
業務

発注：環境省
受注：(同)北海道山岳整備

・点検、維持管理、モニタリング（沼ノ原分岐～沼ノ原大
沼） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

非適用 未執行
■ヤンベタップ川合流点～クチャンベツ沼
ノ原登山口

層雲峡本流林道（林野庁）

G1 東川町 ■勇駒別集団施設地区（南側） 東川町 ・維持管理 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

G1 未執行 ■勇駒別集団施設地区（北側）

未執行 ■天人峡温泉～勇駒別集団施設地区
・「ランクＡ」：天人峡旭岳温泉方面
登山口付近
・管理者不在

通行止め（一般利用なし）

環境省 案内図標識

G1 北海道 通行止め？

非適用 未執行

林野庁 ■天人峡温泉～化雲岳・歩道合流点
・「ランクＡ」：小化雲岳直下（ポン
沼南）付近
・「ランクＢ」：第二公園付近

●下草刈り 林野庁上川中部森林管理署 ◎

環境省 案内図標識

22 美瑛富士線 G3 未執行

・「ランクＡ」：標高1350m付近～美瑛
富士避難小屋分岐・オプタテシケ方面
分岐
・管理者不在

●枝払い、ササ刈り 美瑛山岳会

G3,G2 北海道 ■白銀温泉～十勝岳
①維持管理
②登山道整備（PV行事）

①上川総合振興局
②環境省（PV）

①望岳台付近ロープ張り
②登山道沿いのロープ張り、ロープおろし ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

環境省 案内図標識

24 望岳台十勝岳温泉線 G2 未執行

25 美瑛岳線 G3 未執行
・「ランクＢ」：美瑛岳分岐～美瑛岳
・北向沢のハシゴの維持管理
・管理者不在

●ボランティアで随時パトロー
ル

美瑛山岳会 ・ハシゴ、登下降用ロープの安全確認（予定）

26 三段山線 G3 上富良野町 ■吹上温泉～三段山～十勝岳温泉 ●登山道整備 上富良野町
・老朽化した標識の再整備（三段山分岐標識）
・山頂付近のロープ張り
・ササ刈り、倒木処理

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

G3 北海道
■十勝岳温泉～富良野岳・上ホロカメット
ク山

・富良野岳肩上部における侵食、階段
ハードル化

●登山道整備（PV行事）
●登山道整備

環境省（PV）
上川総合振興局

・PV活動による登山道沿いのロープ張り・下ろし
・富良野岳肩上部における浸食等の現場検証及び老朽化し
た標識盤再整備予定、(上川総合振興局)

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

環境省 案内図標識

G4 未執行
・「ランクＢ」：前天狗岳下部におけ
る侵食

●登山道整備事業 ひがし大雪自然館運営協議会 ・ササ刈り、倒木処理、ロープ張りを実施 ◎

非適用 未執行

G5,G4,G3 未執行 ●登山道整備事業 ひがし大雪自然館運営協議会 ・ササ刈り、倒木処理、かん木除去を実施 ◎

非適用 未執行 ■十勝三股～シュナイダー登山口 音更川本流林道

G3 未執行 ■糠平コース登山口～ウペペサンケ山 ●登山道整備事業 ひがし大雪自然館運営協議会 ・ササ刈り、倒木処理、かん木除去を実施 ◎

非適用 未執行 ■糠平温泉～糠平コース登山口

31 糠平天宝山線 G2 未執行 ・旧鉄道トンネル迂回箇所の危険個所 ●登山道整備事業 ひがし大雪自然館運営協議会 ・ササ刈り、倒木処理、かん木除去を実施

未執行
■菅野温泉東コース登山口～ウペペサンケ
山

（実質通行止め？）

未執行 ■然別峡～菅野温泉東コース登山口 ユウヤンベツ林道（今も通行止め？）

33 南ペトウトル山線 G2 未執行 ●登山道整備事業 然別自然休養林保護管理協議会 ・ササ刈り、倒木処理、かん木除去を実施

林野庁 ■白雲橋～然別湖南岸 ●登山道整備事業 然別自然休養林保護管理協議会 ・ササ刈り、倒木処理、かん木除去を実施 ◎

環境省 案内図標識

未執行

35 駒止湖東ヌプカウシヌプリ線 G2,G1 未執行 ●登山道整備事業 然別自然休養林保護管理協議会 ・ササ刈り、倒木処理、かん木除去を実施

36 西ヌプカウシヌプリ G2 未執行 ●登山道整備事業 然別自然休養林保護管理協議会 ・ササ刈り、倒木処理、かん木除去を実施

G5,G4 環境省 ■トムラウシ温泉～トムラウシ分岐
・「ランクＡ」：トムラウシ分岐付近
・「ランクＢ」：トムラウシ公園～ト
ムラウシ分岐付近

●登山道整備事業
点検：新得山友会
補修発注：環境省
補修受注：(同)北海道山岳整備

・点検：維持管理作業
・補修：簡易木道施工 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 「たまには山へ恩返し」

G4 未執行 ■短縮コース登山口～温泉コース分岐

39 曙橋十勝岳線 G4 未執行

G1 北海道 ●歩道整備事業 北海道 ・老朽化して危険な階段・木道の更新 自然環境整備交付金使用

非適用 未執行

29 石狩連峰縦走線

非適用

G2

（G3)
※点線表示

23 白金温泉十勝岳線

ヤンベタップ五色岳線

G5,G4,G2

勇駒別周回線

27 富良野岳上ホロカメットク山線

20

十勝三股ニペソツ山線28

17

21 天人峡化雲岳線

18

19 天人峡勇駒別線

羽衣敷島の滝線

37 トムラウシ山線

41 北海道自然歩道線

糠平ウペペサンケ山線30

32 然別峡ウペペサンケ山線

天望山周回線34
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